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ＪＡ紀南（田辺市及び西牟婁郡白浜町・上富田町・すさみ町、東牟婁郡串本町）では、生産拡大に向けた
ＪＡ独自助成の実施や農地の利用権設定、コスト低減に向けた肥料等のトラック直接引取、
販売拡大に向けた輸出強化や加工品の販売など、さまざまな取り組みを実践しています。
その結果、ＪＡ管内の正組合員（梅・柑橘等を生産）の１戸当たりの所得は、2018年

度には133万円となり、２016年度に比べ28万円、26.7%の増加を実現しました。

ＪＡ紀南 ＪＡ管内の正組合員（梅・柑橘等を生産）
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スト低減に向けては、肥料・農薬等の予約活動に
おいてトラック直接引取の取り扱いを行いました。

その結果、トラック直接引取は2018年度には14,526
袋になり、2016年度と比べ5,282袋増加しました。

売拡大に向けては、ＪＡ紀南と生産者が一体と
なって販売プロモーションを行い、香港・マレーシ
ア・シンガポール・台湾・タイ等へ、梅（青梅・梅加

工品）および柑橘類（温州みかん・中晩柑）の輸出強
化に取り組みました。

その結果、輸出金額は2018年度には2,701万円となり、
2016年度2,100万円に比べ28.6％、601万円増加しまし
た。

また、2018年からは、出荷の際に上位等級にならず
高値で売れない果実をドライフルーツに加工することで
付加価値をつけて販売し、2018年度には4,851万円を売
り上げる等、農業者の新たな所得を実現しました。

（左上から時計回りに、「南高梅」、「東南
アジアでの梅の店頭販売の様子」、「木熟
みかん」

4,851万円

これらの取り組み等により、2016年度から2018年度

にかけて１戸当たり26.7％の所得増大を実現しました。
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【ＪＡの具体的取り組みと成果】

産拡大に向けては、優良農地を維持・活用する
ために、担い手や新規就農者への農地の利用集積を促
進しています。利用権の設定は、2018年度には、累
計で180件・37.7haとなりました。また、「農地の規
模拡大等への助成」等、ＪＡ独自の助成を実施して
おり、2018年度は、総額4,242万円の助成を実施しま
した。
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